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スマートシティの実現に向けた大谷地域における 

令和２年度観光交通社会実験の結果について 

 
 

１ 社会実験の目的 

昨年度実施した社会実験の成果を踏まえ，大谷地域における交通環境の向上や観光型

MaaS
マ ー ス

の構築を見据え，大谷地域内外の回遊性向上や，様々な交通サービスを切れ目なく

利用できる仕組みの構築に向けた社会実験を実施するもの 

 

２ 検証項目 

  大谷地域の交通環境の向上に向けた多様なモビリティの運行 

ア 移動距離に応じた多様なモビリティの運行による回遊促進等効果 

イ 地域との連携による多様なモビリティの利用価値や実装に向けた課題の整理 

ウ 駐車場の満空情報発信による円滑な駐車場誘導効果 

   MaaS アプリ等を活用した総合的なサービスの提供 

ア MaaS アプリを通じたワンストップのサービス提供による利便性の向上と各種サー 

ビスの利用促進効果 

イ AI 相乗り観光タクシー等による観光地への切れ目ない移動と回遊促進効果 

ウ 大谷観光一日乗車券（電子チケット）による大谷地域へのアクセス向上の効果 

 

３ 主な成果 

  大谷地域の交通環境の向上に向けた多様なモビリティの運行 

① 快適に移動できる電動アシスト付きレンタサイクルのほか北西部での周遊や中心

市街地からの誘客を図るバスの運行により，回遊促進に繋がることを把握 

② 多様なモビリティの運行により，滞在時間の延伸を確認 

③ 「いちご圃場」での体験型コンテンツと組み合わせたグリーンスローモビリティ

（以下，「ＧＳＭ」）の運用により，満足度の高さや有償運行による事業化の可能性

を確認 

 

  MaaS アプリ等を活用した総合的なサービスの提供 

① アプリを通じた「便利で」「待ち時間の少ない」移動の実現により，自家用車がな

くても満足度の高い観光の可能性を確認 

② AI 相乗り観光タクシーの運行により，当初の目的地に加え，乗降ポイントに設定

した観光施設・飲食店への回遊を確認 
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４ 結果の概要 

  大谷地域の交通環境の向上に向けた多様なモビリティの運行・・・別紙１ 

実施期間 

   令和２年１０月３１日（土）～１１月６日(金) 

実施結果等 

ア 移動距離に応じた多様なモビリティの運行による回遊促進等効果 

（ア） 長距離の回遊促進（宇都宮満喫くるくるバス,レンタサイクル） 

① 「宇都宮満喫くるくるバス」による北西部への誘客効果を確認 

⇒ 中心市街地（「餃子通り」）からの乗車が全体の約３６％を占めている。 

⇒ 特に，「若山農場」や「ろまんちっく村」で降車している人が多い。 

     ② 「電動アシスト付きレンタサイクル」は様々な距離に対応した移動手段と

して幅広い年代からのニーズを確認 

⇒ １０～７０代の幅広い層の観光客がレンタサイクルを利用した。 

⇒ 全体の約３０％の方は，「若山農場」や「森林公園」など長距離を移動し，

約９７％の方は，出発地点から１km 以内の観光施設を訪れた。 

（イ） 中距離の回遊促進（ＣＶ８，ハイカート） 

① 新たな回遊を促す効果を確認 

 ⇒ 拠点間を移動するＣＶ８利用者の約２７％が，ハイカートに乗り継いで

「いちご圃場」を来訪した。 

② 体験型コンテンツと組み合わせた有償運行の可能性を確認 

⇒ 「ＧＳＭ利用時の支払意向額」について，無料と回答した人の割合は，

２割程度であった。 

⇒ 特に，体験型コンテンツとＧＳＭを組み合わせることにより，支払意向

額を２００円以上と回答した人の割合は５割を超えた。 

      ⇒ 事業採算性を確保した運用に向け，ＧＳＭの走行環境や道路運送法など

の法的条件などを踏まえた運用方策を整理する必要がある。 

（ウ） 短距離の移動（RODEM
ロ デ ム

，NENA
ニ ー ナ

） 

① 観光コンテンツになる可能性を確認 

⇒ 観光施設の敷地内を新感覚で移動する「RODEM
ロ デ ム

」，「NENA
ニ ー ナ

」は，子供から 

７０代までが乗車し，９割以上の利用者がモビリティの「楽しさ」「快適さ」

について「満足」と回答した。 

（エ）滞在時間の延伸 

① モビリティの活用等による滞在時間の延伸効果を確認 

      ⇒ 移動距離に応じた多様なモビリティの提供等により，平均滞在時間が 

約１５０分に延伸した。（※昨年の平均滞在時間は約９０分）  

 

   イ 地域との連携による多様なモビリティの利用価値や実装に向けた課題の整理 

① 拠点間の移動や観光ツアー等での活用可能性を確認 



3 
 

⇒ ＧＳＭを運転した地域観光団体のガイドについて，利用者の８割以上が「満

足」と回答し，ガイドからは「運転しやすい，コンテンツを巡るために活用

したい」などの意見があった。 

⇒ 持続的な活用に向け，観光団体や地域，交通事業者等と連携し，具体的な

運用方法や運営体制を検討する必要がある。 

    

 ウ 駐車場の満空情報発信による円滑な駐車場誘導効果 

① 効果的な情報発信方法を確認 

     ⇒ 同時期に開催されるイベントの周知等と合わせて，駐車場情報を発信した

ことで，市ＨＰや大谷ポータルサイト等からのアクセスが昨年より約３８ポ

イント増加し４３％となった。 

     ⇒ 継続的な運用に向け，効果的な情報発信やＡＩ等を活用した人力以外の運

用システムを検討する必要がある。 

 

≪令和３年度の取組≫ 

早期本格運行に向け，下記について検討するため，地域団体・交通事業者などと

連携し，これまでの運用期間を拡充した試験的な運用を実施する。 

    ・ モビリティの運営体制 

    ・ 事業の採算性（有償運行も検討） 

・ 道路環境を踏まえた運用方策 

 

  MaaS アプリ等を活用した総合的なサービスの提供・・・別紙２ 

実施期間 

  令和２年１０月３１日（土）～令和３年１月３１日（日） 

※新型コロナウイルス感染症の影響により１２月２６日以降は商品販売を停止 

 実施結果等 

   ア MaaS アプリを通じたワンストップのサービス提供による利便性の向上と各種 

サービスの利用促進効果 

① アプリの活用による利便性の高さやデータ利活用の可能性を確認 

 ⇒ 利用者からアプリや AI 相乗り観光タクシーの利便性を評価する声が寄せら

れた。 

⇒ アプリから取得したデータにより，サービスの具体的な利用状況や傾向等

を把握することができた。 

② ダウンロード数や各サービスの利用者数は限定的 

⇒ ダウンロード数は目標２，０００件に対して実績４６３件にとどまった。

また，各サービスの利用者は，アプリのアクセス数に比べて限定的である。 

⇒ 新型コロナウイルス感染症の影響に加え，宇都宮市到着後にアプリの利用

を開始したため具体的なサービス利用に結び付いていない可能性があること

から，来訪前の観光客への周知や利用促進策について検討する必要がある。 
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  イ AI 相乗り観光タクシー等による観光地への切れ目ない移動と回遊促進効果 

① デマンド交通の利便性の高さや回遊促進，広域周遊への活用可能性を確認 

 ⇒ 利用者から「バスと比較して待ち時間が少なく移動できる」「配車時間を予

約できるので便利」など，サービスの利便性を評価する意見が寄せられた。 

 ⇒ 乗降ポイントの半数弱で「乗降ポイントに設定したための来訪」を確認し

た。「東武線新鹿沼駅」「JR 日光線鹿沼駅」からの利用も全体の７％存在した。 

② アクセス数に比べて実際の利用者・購入者が限定的 

⇒ AI 相乗り観光タクシーは購入ページアクセス１，１８９件に対して利用者

８４人，地底湖ツアーは購入ページアクセス５３６件に対して利用者２人に

とどまった。 

⇒ 継続的な事業実施の観点から，利用者の増加に向けた事業内容の磨き上げ

や効果的な周知・利用促進策，事業実施主体の確保を含むビジネスモデルに

ついて検討する必要がある。 

 

 ウ 大谷観光一日乗車券（電子チケット）による大谷地域へのアクセス向上効果 

① 実証実験期間中の販売は見送ったが，観光客の一定のニーズを確認 

     ⇒ １月販売開始を予定していたが，新型コロナウイルス感染症の状況を踏ま

え販売を見送った。 

     ⇒ 利用者からは，アプリに追加して欲しい機能として，「施設入場・交通共通

バスチケット」を希望する意見が寄せられた。 

 

≪令和３年度の取組≫ 

Ｕスマート推進協議会において，令和２年度の取組の成果や課題を踏まえ，下記

の点を含めた今後の取組の内容について検討を進める。 

 ・ 事業内容の磨き上げ 

   ・ 効果的な周知・利用促進策 

・ 事業実施主体の確保を含むビジネスモデル 

・ MaaS 事業に取り組む他地域や事業者との連携方策 





 

サービス 目的 実績 

MaaS アプリ 
利用者の利便性の向上と

各種サービスの利用促進 

ダウンロード：463 件 

 iOS：271 件 

 Android：192 件 

AI 相乗り観光タク

シー 

観光スポットへの切れ目

ない移動と回遊促進 

利用者数：84人 

チケット販売：53枚 

延べ運行回数：173 回 

地底湖ツアー 
利用者の利便性向上と利

用促進 
利用者数：2 人 

大谷観光一日乗車

券（電子チケット） 

利用者の利便性向上とア

クセスの向上 

※新型コロナの影響を踏ま

え販売を見送り 

●各サービスの利用実績 ●AI 相乗り観光タクシー乗降ポイント（１６地点） 

●利用者の声・要望等 

・観光商品に関するページ・機能へのアクセスが中心 

・観光地の魅力発信や多様な交通手段の利用促進を目的と

した各種外部サイトとのウェブ連携の利用は限定的 

・利用者アンケートでは，MaaS アプリについて「便利だった」との意見が複数

寄せられた。その理由としては「AI 相乗り観光タクシー」を挙げる意見が最

も多い。 

・AI 相乗り観光タクシーを利用した感想として，「操作が分かり易い」「待ち時

間が少なく移動できる」「食事をしながら次の配車時間を予約できるので便

利」といった意見があった。また，AI相乗り観光タクシーがない場合，「自家

用車やレンタカーを利用した」との回答も複数あった。 

・AI相乗り観光タクシーの不満点として，「運行エリアが大谷地域とその周辺に

限定されている」「大谷地域までのバス移動と組み合わせることでトータルの

費用が増加する」などの意見があった。 

・アプリに追加して欲しい機能として，「施設入場・交通共通バスチケット」，「観

光レコメンド機能」，「飲食店・入場施設予約機能」などの意見があった。 

MaaS アプリを活用した総合的なサービスの提供 

●乗降ポイント別の乗降回数 

・★で「乗降ポイント設定を理由とする来訪」を確認

・上位４か所の利用に６５％が集中 
・新鹿沼駅，鹿沼駅の利用も７％を占める 

（回） 

１４時台をピークに，時間帯ごとに大きな

変動なく観光客の移動需要が存在 

●時間帯別の運行回数 

（回） 

●運行回数別の利用者（グループ）数 

・平均３．３回の利用 

・２～３回をピークに，５回以下の利用が

９割を占める 

（人） 

●初回運行から最終運行までの時間（疑似的な滞在時間） 

・平均１５０分の滞在 

・３時間以内の層がメインだが，４時間以上

の層も一定数存在 

（人） 

（件） 

ブランジェリーブーレ

菊池酒店

大谷市営駐車場

カネホン採石場

OHYA FUN TABLE

手もみ麺・キング餃子彩花 

高橋餃子 
最上茶屋 

宇都宮アルプスの森京屋茶舗 

別 紙 ２


